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残された遺産：96年前からの公害汚染植物

企画調整部 情報資料課

古い試料の発見

農業環境技術研究所の別棟「大気汚染資材判

定実験棟」から、 点を超える大量の古い2,300
植物標本とガラス板に焼き付けられた工場や植

物の写真のネガが見つかったのは、平成 年15
の春のことであった。発見は偶然であった。当

所の岡三徳部長（生物環境安全部）が、別の試

料を探していたときのことである。押し花のよ

うにきちんと作られた試料を見た岡氏は、未整

理の植物標本が保存されているものと思いこん

だ。しかし、そうではなかった。これらの試料

は、整理が進むにつれ農業環境研究にとってき

わめて貴重な試料であることが明らかになって

きたのである。

二竿の頑丈な木製の戸棚にしまわれていた試

料は、農業環境技術研究所が東京都北区西ヶ原

から筑波に移転したときに送られてきたそのま

まの姿で、平成 年の秋まで 年間も埃を被15 23
り続けていた。いや、西ヶ原でも同様に埃を被

り続けていたのであろう。明治 年（ ）41 1908
の日付のある試料は、 年近くも人目に晒さ96
れなかったことになる。もっとも新しいもので

も昭和 年（ ）であるから、その年に生12 1937
を得た者は当所に誰もいない。それらの資料の

由来を関係する諸先輩に聞いたが、どなたもご

存じなかった。

試料の内容

試料の内容を大まかに整理する。最も多かっ

たのは、愛媛県のもので、宇摩郡、越智郡、周

桑郡、新居郡、西宇和郡、伊予郡、今治市から

41 42 43採取された試料である。明治 年、 年、

45 2 3 4 5 6 7年 年 大正 年 年 年 年 年、 、 、 、 、 、 、

8 11 14 15 2 3年、 年、 年、 年、 年、昭和 年、

5 6 7 8 10 11 12年、 年、 年、 年、 年、 年、 年、

年、 年、 年、 年、 年に採取された今13 17 18 19
から 年から 年前の植物および作物の標本60 96

である。

植物および作物は、イネ（水稲、陸稲 、甘）

藷、ヨモギ、アザミ、コモノキ、ムギ、大豆、

胡麻、桃、里芋、茄子、ツタ、ムカゴ、イノコ

ヅチ、ハコベ、ツルムケモドキ、ノブドウ、ヒ

メジヲン、カニツリグサ、サルトリイバラ、ヨ

ツバムグラ、スギナ、チシャ、ツユクサ、エノ

コログサ、イタドリ、ウマカラスムキ、ヒョウ

タン、アラガシ、桑、林檎、梨、公孫樹、イヌ

ツゲ、コノデガシワ、ビャクシン、カエデ、ク

ロマツ、櫻、櫨、イイギリ、粟、小豆、桐、サ

、 、 、 、 、 、ワフタギ 煙草 イグサ 石竹 エゴノキ 柿

トダシバ、ウマノミツバ、ゼンマイ、モミヂイ

チゴ、ヘビイチゴ、ノバラ、ドクダミ、イラク

サ、サクラダチ、スイバ、コヌカグサ、ミゾソ

バ、サクラタケ、キンポウゲ、アヤメ、蕎麦、

大麻、青刈大豆、ネーブル、タデ、イチビ、短

廣花螺、小松菜、栗、畦畔大豆、菊、フキ、馬

鈴薯、シャクヤク、ユスラ、檪、杉、ハコネダ

、 、 、 、 、ケ クマザサ ハゲンバク ヒノキ センダン

葡萄、百日紅、バラ、アカザ、夕顔、ダリヤ、

、 、 、 、 、 、ウド 大根 無花果 茗荷 ホホヅキ アケビ

銀杏、ヨモギ、フヂ、柳、南瓜、蚕豆、菽類、

葛、紫蘇、ウメ、胡瓜、モミヂ、マキ、プラタ

ナス、ツゲ、枇杷、ユウカリ、山吹、ポプラ、

紅梅、そのほか不明のものに及ぶ。

2 4茨城県久慈郡で採取された大正 年、大正

、 、 （ 、 ）、年 昭和 年の試料は 煙草 水府葉 米葉13
イネ（水稲、陸稲 、ケヤキ、葱、玉葱黍、雑）

、 、 、 、 、 、草 馬鈴薯 サクラ ハコベ コスモス 大麦

レンゲソー、アサガホ、フキ、胡瓜、ギタンで

ある。

静岡県庵原郡の日本軽金属蒲原工場と記載の

ある昭和 年、昭和 年の試料は、ムギ、水18 19
稲、果樹園（温州 、温州蜜柑、青桐、鈴懸、）

山桃、柑橘、楓、スギナ、竹笹、腕豆、小豆、

松、杉、槙、薔薇、牡丹、蘭、柿、小麦、蕎麦
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である。

新潟県の二本木日曹工場と記載のある試料

は、昭和 年、昭和 年に採取された櫻、煙16 17
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、草 枇杷 桑 蓬 銀杏 梨 楢 楓 松 櫨

茶、蜜柑、熊笹である。

三重県の河原田村、四日市市付近と記された

昭和 年、昭和 年の試料は、水稲、イヌタ16 17
デ、雑草（ヨモギ 、豆、胡麻、菜豆、大豆、）

甘藷、人参、南瓜、笹である。

福岡県大牟田市の三井鉱山および三池窒素電

気化学と書かれた昭和 年の試料は、草苺、10
、 、 、 、 、 、 、梧桐 南瓜 菊 人参 ヨシ 茄子 ヒサカキ

甘藷、薊、大豆、葱、夾竹桃、里芋、柳、大根

である。

香川県の直嶋村の昭和 年、昭和 年に採取3 6
された試料は、蚕豆、水稲、イタドリ、ノイチ

ゴ、松、樫である。宮城県栗原郡の大正 年の9
試料は、桐、小豆、イタドリ、サワフタギ、カ

メバソウ、モミヂイチゴである。

神奈川県横浜市の東亜農薬中山工場と書かれ

た昭和 年の試料は、胡瓜、茄子、イネ（水18
稲、陸稲 、桑、トウモロコシ、粟、小豆、蕎）

麦、胡麻、大豆である。長野県東筑摩郡の日本

電気工業株式会社と書かれた昭和 年の試料11
は、水田のイネである。

そのほか不明な点がいくつもあるが、東京都

北多摩郡の仙川アルミニューム工場と記された

昭和 年前後の植物、秋田県鹿角郡の年代不16
詳の水稲、千葉県農事試験場の昭和 年の早生6
愛國、岡山県不詳地の昭和 年の松、樫、熊本6
県八代町の昭和 年の不詳植物、栃木県足尾15
銅山の不詳年代、不詳植物、石川県の下尾鉱山

の昭和 年に採取された不詳植物などがあっ19
た。

愛媛県の試料以外は、茨城県の大正 、 年2 4
のものと宮城県の大正 年のものを除いてすべ9
て昭和のものである。

なぜこのような試料が？

これらの貴重な試料が、なぜ農業環境技術研

究所に保存されているのか？ それも、なぜと

くに愛媛県で採取された試料が明治 年から41
昭和 年まで大量にあるのか？ これは当所19

のホームページの「情報：農業と環境 」No.50
の「わが国の環境を心したひとびと（ ：岡7）
田 温」と「情報：農業と環境 」の「わNo.53
が国の環境を心したひとびと（ ：古在由直」9）
ときわめて関わりが深いと考えられる。

「岡田 温」では、別子銅山から亜硫酸ガス

が大気に放出されたことによる作物への煙害の

、 。発生や 鉱毒水による稲作への被害を紹介した

詳細は 「情報：農業と環境 」を参照し、 No.50
ていただくとして、問題は、なぜ明治 年か41
らの試料かということである。これには理由が

ある。

10実は 愛媛県の別子銅山の近辺では 明治、 、

年代から亜硫酸ガスの被害が広がっていた。明

治 年（ ）の 月には、愛媛県新居浜村26 1893 9
で村民数十人が別子銅山新居浜分店に対し、製

錬所の亜硫酸ガスによる農作物被害を訴え、精

27錬事業の停止を要求している。さらに明治

年（ ）の 月には、愛媛県の別子銅山の新1894 5
居浜製錬所より排出された亜硫酸ガスのため、

ムギが不作に陥った。

28 1895 2 30その後、明治 年（ ）の 月、明治

年（ ）の 月には愛媛県新居浜で煙害が1897 12
さらに激化した。このような中で明治 年38
（ ）の 月、別子銅山は煙害をさけるため1905 1
精錬所を別子から四阪島に移転させたのであ

る。しかし 月の本操業とともに、愛媛県越智8
郡と周桑両郡に亜硫酸ガスの被害発生が出始め

た。海を隔てた四阪島からの煙害の本島への被

害は、予想外の事件であった。

翌年の明治 年（ ）の 月、またまた39 1906 7
愛媛県周桑郡で別子銅山の亜硫酸ガスによる稲

の葉の被害が発生した。翌々年の明治 年40
（ ）には、別子銅山四阪島製錬所の亜硫酸1907
ガスによる被害が、数か村で発生した。

これに対して、明治 年（ ）には愛媛41 1908
県四阪島製錬所煙害調査が始まることになる。

、 。以後 昭和 年度までこの調査は実施される11
実は、このとき調査されたムギや稲のほかに数

多くの植物や作物の試料が、昔の農事試験場に

送られてきていたと考えられる。

「情報：農業と環境 」の「わが国の環No.53
境を心したひとびと（ ：古在由直」で、古9）
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在を日本の公害問題に最初のメスを入れた科学

者として紹介した。あの渡良瀬川沿岸の足尾銅

山の鉱毒調査に全力を注ぎ、わが国で初めて公

害問題を提起した学者、古在由直は、当所の前

身（農業技術研究所）のさらに前身である農事

（ ）試験場の第 代目の場長 明治 ～大正 年2 36 9
であった。

明治 年（ ）年の 月に関東地方で大23 1890 8
水害が発生した。足尾山地に源を発する渡良瀬

川は、栃木県、茨城県、群馬県、埼玉県の四県

が県境を接する利根川合流地点で氾濫し、鉱毒

を含んだ大量の水が付近一帯を浸した。この一

件で鉱毒の被害は衆目の一致するところとなっ

た。農民は、足尾銅山の操業停止を求めて栃木

。 、県に上申書を提出した これと時を同じくして

渡良瀬川沿岸の青年有志は畑の土と川の水を採

取し、農商務省地質局にこれらの試料の分析を

、 。依頼したが 地質局ではこの申し出を拒否した

そこで青年たちは渡良瀬川沿岸の土壌と水を

採取し、当時帝国大学農科大学の助教授で硬骨

の科学者して、公平無私で情実に左右されるこ

とのない科学者として評判があった古在由直を

、 。 （ ）訪ねて 分析調査を依頼した 明治 24 1891
年 月のことであった。それから 週間後、由5 2
直は被害農民に次のような分析結果を送ってい

。「 、る 過日来御約束の被害土壌四種調査致候処

悉く銅の化合物を含有致し、被害の原因全く銅

の化合物にあるが如く候 。科学者としての信」

頼を古在が勝ち得たときである。

また、古在は明治 年（ ）年 月に鉱35 1902 3
。 、毒調査委員に命じられた 委員になった古在は

渡良瀬川沿岸一帯を徹底的に調査することを主

張したが、その主張は認められなかった。そこ

で古在は 「年月と経費が甚だしくて困難であ、

るならば私がやってみせる」と啖呵を切って自

ら鉱毒調査に乗り出した。農民の古在への信頼

は頂点に達した。

農民たちの古在場長への信頼が、当時の農事

試験場への信頼にもつながっていたのであろ

う。明治 年以降の別子銅山周辺の被害植物41
が農事試験場に送られ、分析に供されたのであ

ろう。そして、今なお 点以上の試料が、2,300
当所に遺されていたものと考えられる。

愛媛県以外の資料は何を意味するのか。これ

ら一連の試料の保存の様子や資料に記載された

地名や事業所名からみて、おそらく別子銅山の

場合と同様に煙害や重金属の被害を被った試料

と推定して間違いないであろう。

試料の活用

これらの試料は、当所のインベントリーとし

て保存する。これらの試料を将来どのように有

効に活用していくか、これから考えていく必要

がある。例えば、非破壊分析に供して、過去の

亜硫酸ガスの被害や重金属の汚染状況を知るこ

とができるであろう。いずれにしても、このよ

うに時間を超えて環境試料が存在することは、

環境科学を進める上できわめてよろこばしいこ

とである。これらの試料を利用した共同研究な

ど関心のある方は、当所の企画調整部研究企画

科に連絡いただきたい。
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